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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本' t は 気 
計測 器 工業 会 (JEMIMA)Z 財団法人 日 本 規格 協会 (JSA) か ら ， 工業 標準 原案 を 具 し て 日本工業規格 を 改正す 
べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISZ4333: 1990 及び JISZ 4333 ： 2001 (追 補） は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 

改正 に当たって は， 日 本 工業規格 と 国際規格 と の 対比， 国際規格に 一致 し た 日 本 工業規格の 作成 及び 日 
本 工業規格 を 基礎に した 国際規格 原案の 提案 を 容易に する ために， IEC 60846: 1989, Beta, X and gamma 
radiation dose equivalent and dose equivalent rate meters for use in radiation protection を 礎と して/ FJ レ ^ た。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 を もたない。 

J1SZ4333 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 
附属 書 1 ( 規定） 1cm 線量 当量 換算 係数 
附属 書 2 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 
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X 線 及び 用 線量 当量 率 サーベイ メータ 

Portable photon ambient dose eauivalent rate meters for use in radiation 

protection 

序文 こ の 規格 は， 1989 年に 第 1 版 と して 発行され た IEC 60846， Beta, X and gamma radiation dose equivalent 
and dose equivalent rate meters for use in radiation protection を 翻訳 し ， 技術的 内容 を 変更 して 作成 し た 日 本ェ 

業 規格で ある。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国 iS ミ 規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一 よ 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 2 (参考） に 示す。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， X 線 及び/線の Icm 線量 当量 率 を 測定す る 放射線 サーベイ メータ （以下， サ 
—ベ ィメ 一夕と いう。） について 規定す る。 

備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD 
(f 多 IE している）， NEQ (同等で ない） とする。 
IEC 60846 ： 1989， Beta, X and gamma radiation dose equivalent and dose equivalent rate meters for use 
in radiation protection (MOD) 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS Z400.1 . . . M?*SM 

«8-る_ぉは---照慰||#画定器!__堂|^*ニヌ週定：1し室氡薩麵涯定罨1び籠当量翻室器^^蓝5；5法 

爾覆語 

3. 定義 この 規格に 用いる 主な 用語の 定義 は， fl.?..?ilQM， ぉさ.；^.4.さ.れ.及び!?ぉ..る8ば3.にょるほカ、， 次 

による。 

a) 基準 線量 率 （conventional true value of dose equivalent rate) 国家 標準に ト レーザ ブルな 基準 測定器， 
基準 放射線 源 等で 決定 さ れた 基準 と な る 線量 当量 率。 

b) レスポンス (J?) (response) サーベイ メータの 指示 値// ； と 基準 線量 率な との 比。 

i?=// ノ// t で 表す。 

9) …- 指示 M 菱 _(^rr*r に!^ 0?^*9afj5m) …還 塞 鹿^お は A 指 重 直め え S 準 IIS^A 菱 L 

a:/0、i1: え- 

d) 相対 指示 誤差 （7) (relative error of indication) 指示 誤差と 基準 線量 率との 比。 
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I 二 (H, -HdXl 00/Ht 。/。で 表す 。 

e) 相対 基準 誤差 （relative intrinsic error) 基準の 試験 条件 下で， 基準 放射線 を 用いた ときの 相対 指示 誤 

差 と 基準 線量 率 と の 不確か さ の 和。 

相対 指示 誤差 を ±/， 基準 線量 率の 不確か さ を ひどす ると 相対 基準 誤差 は 土 で 表す。 

備考 基準 線量 率の 不確か さは， 拡張 不確か さで 表す。 拡張 不確か さは， 合成 標準 不確か さに 包含 係 
数 を 乗じて 求める。 包含 係数の 値 は， 拡張 不確か さに 挟まれる 区間の 信頼の 水準 を 基に 2〜3 
が 選択され る。 合成 標準 不確か さは， 各 不確か さの 成分の 標準偏差 (標準 不確か さ) の 自乗 和 
の 平方根で ある。 

f) 変動 係数 （り （coefficient of variation) "個の 測定値 （ん'） の 標準偏差の 推定 値 （め の， 平均値 （フ） に 

対する 比で， 次の 式に よる。 

S 1 1 . ―、 2 

ド おか- X) 

g) サーベイ メータの 基準点 （reference point of an assembly) 基準 線量 率が， 既知の 点に サーベイ メータ 
を 設置す るた めの 校正の 基準点。 この 基準点 は， 製造業 者に よって サーベイ メータの 外側に 印な どで 
表示され る。 

h) 有効 測定 範囲 （effective range of measuremen り サーベイ メータが この 規格の 性能 を 満たす 測定 範囲。 

i) 1 cm 線量 当量 率 （1 cm dose equivalent rate) ICRU 球 を 単一 方向の ブロー ド ビームの X 線 又は； k 線で 
照射 したと き， 入射 方向 に 沿い 入射 面 か ら 主軸 上 1 cm の 深 さ に お け る 線量 当量 率。 

j)---JC;i$]L[3i— _(!?^^ぉ^?^れゃ；：ゃ1-_龍分空*遞素_：^ぉ-?：^-廣素丄は1__*素-见ュ》&.び塞素.?.ぉ^^^。元素組成 
き— _ —蜜 度丄 g/p^n3 で 直径 30 cm Mo . . 

^)-—--指藤-—(!11が9きす》5)?1)—-—_サニ-5：1メ-ニぇがま！きレ-な,_-—!-5ゅ11霉_1霉$^^値9.. 

1) _____ デ;^ニド___(ぉ5^?|^^)____?5[|^艮£5^主^^*1：(ら*!1§_匿^__(：^:[!，___?^数厘逢も_レぇぅ_^___9.§_^翻爾至逢す_単 

1?^週ぇ1^1.;2^^1).||龍9|；^9纏想£?^?.久：？ぁ_^.卜き:.._;??^2^_11壁邇^固-壁籠111夂：?1カニ1 え 

ヒ う- L 

IP 丄.. 塞-効.;^ ネ. ルギ 二.. (？ズ f や も. や-お rgy 丄… 複 ま??. 壬-ま、 ノヒギ 二— ス は-逢き _レ な 壬. あ 

^ぉ:.し._ぶれも§ニ^??連ニ：^倾層ぇも_：?：1ニ王芋/ヒギニ先；£9：^_^：/^.^!ニュ_-;ぶ」ら,..__ま紐層 
_卜 ( 扛_±}?ニ]^ニ仝ゃ羞^_で1)卖_し___1慰鞲曩率_き_*鍾す_§-9に營す_?^5過据_9矍き_:^ヒ11 

4. 性能 性能 は， 次に よる。 ただし， サ 一^^ ^ィメ 一夕の 種類に よって は， 基本的に ここに 示す 性能 要件 
をす ベて 満足す ると は 限らない ので， 製造業 者と 使用者と が 合意す る 性能で もよ いが， 性能 確認の ための 
試験 方法 は こ の 規定に 従わ な ければ な ら ない。 

4.1 相対 基準 誤差 6.2.2 の 方法で 試験した とき， 相対 基準 誤差の 許容範囲 は， 有効 測定 範囲に おいて， 
土 （15 + ^7)0/0 とする。 

備考 基準 線量 率の 不確か さ を ひとす る。 
4,2 エネルギー 特性 レスポンスの エネルギー 依存性で 表し， 6.2J によって 試験した とき ' 37 Cs の, 線の 
レス ボン ス に対する 比が， 表 1 に 適合し な ければ な ら ない。 
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表 1 エネルギー 依存性の 許容範囲 



蹄 顿バ、 


- ィ、 / レ" ^ 早ビ izrj 


レスポンスの 比の 許容 範 Bl 


EI 型 


lU 〜： iU Ke V 


製造業 者に て 指定 


つ n レ iA/^^^n 1 A ん V 
jU Ke V ^u.z 丄 V 上 ev 


0.65〜1.35 


a2〜1.5MeV 


0.85〜1.15 


(1.5〜10MeV)-6— 


IT) 

o 


Eim. 


60 keV〜1.5 MeV 


0.50〜2.50 


EIII 型 


60 keV 〜ヒ MeV 


0.85〜U5 


£IV 型 


60keV〜1.5MeV 


0.20〜5,00 


EV 型 


60 keV〜1.5 MeV 


0.70〜1.30 


(60 keV〜6.5 MeV) C) 


si 



注。 表 もん 型〜 EV 型 は， 検出器 や 道 g に応じて 次の もや. お考え _ら_ れる。 
ぉ丄聖 _丄 舅 離 箱 式 相当 

聖丄 ヒヒぇ ヒニ ヒ き-ど^」 モネ/ k ま 二 当 

EIV 型： シン チレ ーシ ヨン 式 （エネルギー 無 補償 式） 相当 
(2)- . — ffi ® き_9_き対奪-(ま_，- - -' _9ァ星き_歷 ヒ ，- - -6:5- M?_Y_ 卒ノ^^ 

を 求めた ときの 許容範囲 として 望ましい 値で ある 力 V これ は參考 であって， 規定の 一 部で はな 



4.3 方向 特性 指示 値の 検出 部に 対する 放射線の 照射 方向 特性で 表し， 6.2.4 によって 試験した とき， 方 
向 特性の 許容範囲 は士 90° の 角度 範囲に 対して 土 25% とする。 

なお， ±90° 〜土 180 たの 角度 範 H における i 37 Cs のダ 線に 対する 方向 特性 及び 実効 エネルギー 80 keV 遮 
2^-ゅ-1き5^ゅャ:さ^11.^?ァ11^：^：!：_§_ぉ每待悠《ま考-匕し__1^鍾全11塞ふ_な.ヒ2_- 
4.4 指示 値 変動 6.2.5 によって 試験した とき， 変動 係数 は 0.15 以下で なければ ならない。 
4.5 応答 時間 6.2.6 によって 試験した とき， 応答 時間 は 10 秒 以下と する。 ただし 10 mSv/h を 超える 線 
量 率に おいて は， 2 秒 以下と する。 

4.6 ド リフト 6.2.7 によって 試験した とき， 指示 値の 変化が アナログ 方式の 場合に は ±2 0/0， ディ ジタ 

ル 式の 場合に は 2 ディ ジッ ト 以下と する。 

4.7 オーバ ロード 特性 6.2.8 によって 試験した とき， アナログ 方式の 場合に は， 指針の 位置が |〔6 線: ft 率 

側の 目盛 範囲 外 を 指示して いなければ ならない。 ディ ジ夕ル 方式の 場合に は， 表示 ランプ 点 減な どに よつ 
て オーバ スケール を 表示して いなければ ならない。 

4.8 温度 特性 指示 値の 温度 依存性で 表し， 6.2.9 によって 試験した とき， 表 2 に 適合し なければ ならな 
い。 

なお， 種规 について は 製造業 者が 附属の 取扱説明書に 明示す る。 



表 2 温度 依存性の 許容範囲 



種類 


温度 範囲 （°c) 


許容 範圏 （％) 


室内 用 


10〜35 


±10 


室外 用 


— 10〜40 


±20 


特殊 室外 用 ( 3 ) 


一 25〜50 


土 50 



注 ( 3 ) 特殊 室外 用 は， 極 高温 又は 極 低温で 使用され る サーベイ メータ だけに 適用す る。 

4.9 耐湿性 6.2.10 によって 試験した とき， 指示 値の 変化が ±10 o/o 以下と する。 
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4.10 電源 電圧の 変動に 対する 安定性 6.2.11 によって 試験した とき， 指示 値の 変化が ±10% 以下と する。 
4.11 耐 衝撃 性 耐 衝撃 性 は， 次に よる。 

1) SI 型 6.2.12a) によって 試験した とき， 4.1 を 満足し なければ ならない。 

5. 構造 

5.1 構造 一般 構造 一般 は， 次に よる。 

a) 検出器， 指示 計器 及び 電源が 一体に 構成され るか， 又は ケーブルで 接続され， 操作 及び 持 運びに 便利 
で， かつ， 置いた ときに 安定性の よい 堅ろう な 構造と する。 

b) 1 cm 線量 当量 率 （単位 ： mSv/h な ど） が 直接 指示で きる ものと する。 
C) 振動， 衝撃， 電磁 環境な どの 影響 を 受けに くいこと。 

d) 必要に応じて， 記録 計 用 出力端子， 警報 信号 出力 回路な ど を 備えても よい。 

e) 検出 部に 線 入射 用の 窓 を 設け， 線の 粒子 束 密度な どが 測定で き る 構造に しても よい。 

f) 1 cm 線量 当量の 積算 値が 測定で き る 回路 を 付加しても よ い。 

5.2 指示 計器 指示 計器 は， 直線 目盛 若しくは 対数 目盛 又は ディジタル 表示と する。 
5.3 電源 電源 は， 次に よる。 

a) 電源 は， 電池 式と し， 交流 電源 （定格 電圧： 100 V， 周波数 ： 50 Hz 又は 60 Hz) を 併用す る 方式で も 

よい。 

b) 電源 用 電池の 消耗 度が 容易に チヱ ック できる 機能 を もつ こと。 

C) 一次 電池 は， 正し い 極性で 接続 される ように サ 一^"^ ^ィ メータに 明示し なければ ならない。 

6. P\i 験 

6.1 試験 条件 

6.1.1 共通 試験 条件 6.2 の 各 試験 方法に おいて， 基準 条件 は， 表 3 の 第 2 欄に よる。 特に 指定の ある 場 

合 を 除き この 規格に おける 試験 は， 表 3 の 第 3 欄に 示す 標準 条件で 行う。 標準 条件で 行えない 場合 は， 温 
度， 気圧 及び 湿度 を 指定し， 基準 条件の レスポンスに 補正し なければ ならない。 
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表 3 共通 試験 条件 



苗 闩 


淮 名/, [： 

甚ひ fS 木 什 

( き、 告蓥老 の i^'fa' 力 5 ない ふ き） 


オ西淮 き it 11^ 念久朴 
j ヌバ ■ (や"' 1:1 A' '狭 木 1 十 

(fm^m^cnit^i^^stt i ^ y き） 

V:^3?€AS.>T^iHl V ノ TblAt/J V J し ノ 


き 卞水 


137 へ 


137 へ 

Cs 


予熱 時間 min 


15 


15 


^Mmml:^ し 


20 


18〜22 (5) 


不 P ズ、 J/Miil % 


65 


50〜75 (り 


メレ i: 匕 kPa 


101. J 


86〜106 ( ) 


雍' vipi '5(2' rn /4\ 
1^ き =@J 上 ( ) 


丄 匕;^ 兒 EB/Mfai:: ヒ 


丁 に m vPf 'sf さ rr 一に 1 0/ 
止規 m mitt 士 1 % 


軍リ if、MJ 孜数 ( ) 


-;-|-* -ト曰 ^ oiFT FEI Zrh 来ん 
止 規^ 宇、 周 to 文 


— 1 上:; リ i(d /及 数士 1 o/o 


射お ( ) 


TT -パ— ； 1 十' 
止弦妆 


止 ゑ /反 力、 らの ひすみ 5 %以 1 ぺ 


,線バッ クグラゥン K^iSu/h 


1 cm 線量 当量 率 
0.1 以下 


1 cm 線 itt 当" t 率 
0.25 以 「 


放射線 入射角 度 


製造業 者 によって 指定され た 校正 方 向 


±5° 以内 


外部 電磁波 


無視で きる レベル 


影響の 認められる レベル 以 • r 


外部 磁気 誘導 


無視で きる レベル 


地球 磁界の 2 倍 以下 


サーベイ メータ を 置く 方向 


製造業 者が 指定 


±5。 以内 


放射性物質 による 汚染 


無視で きる レベル 


無視で きる レベル 



注 ( 4 ) 商用 電源 を 使用す る 場合に 適用す る。 

(5) 試験 時点での 実にでの 値 を 明示す る。 これらの 値 は， 温暖 な 気候 に 適用 可能 である。 よ り 暑い， 又は 寒い 気 

候 時には， 試験 時の 実際の 値 を 明示し なければ ならない。 海抜の 高い ところでは， 70kPa まで 許容され る。 



6,1,2 - …- 校1^轄置.._醒に(も__ぉさ_さ_ぉは_に趣宽1；|^歷き纏擾準.卜！ヒヒ：：：；^^]^_リ丄丄さ^11確^^_し逸缠 

^_.-_^態吊！1^^&装置はに照讓釁煙準上&]：上ニ亡さリ_ぇ:(_ぉ1^1な照15[纏__(空)._週塞11^丄2：?_照 
射 藤 曇… (率)… が 11 室. き .fc な- X ノき 照射 Ml- も-す 

b) , 線 用の 校正 装置 は， 照射 線量 標準との トレー サビリ ティが 明確な 照射 線量 （率） 測定器に よって 照 
射 線量 （率） が 測定され た r 線 照射 装置 又は 基準 r 線 源と する。 

6.1.3 試験の 種類 試験の 種類 は， 次に よる。 

a) 形式 試験 所定の 仕様 を 満足して いる 事 を 示す ために， 設計 段階で 一つ 又は 二つ 以上の サーベイ メー 
夕 を 用いて 行われる 試験 

b) 製造 試験 サーベイ メータが 所定の 性能 を 満足して いるか を 確認す るた めに， 製造工程 又は 製造 後に 
個々 のサ 一^^ ^ィ メータに 対して 行われる 試験 

C) 受渡 試験 サーベイ メータが 所定の 試験 条件 下で 仕様 を 満足して いる こと を 顧客に 示す ための 契約 上 
の 試験 

備考 この 規格に 規定す るすべ ての 試験 は， 特に 記載がない 限り 形式 試験に 関する ものである。 これ 
らの 試験の 一部 は 製造業 者と 使用者の 合意の 上， 受渡 試験と して 用いても よい。 
6.2 試験 方法 

6.2.1 試験 方法 一般 試験 方法 一般 は， 次に よる。 

a) すべての 試験 は， 15 分 間の 予熱 時間が 経過した 後に 実施す る。 

b) 試験 条件のう ちの ある 項目の 条件 を 変化 させて 試験す る 場合に は， その 項目 以外の 条件 は， 表 3 の 許 
容 幅の 範圈 内に ある ものと する。 

C) 1cm 線量 当量 率 は， 光子 エネルギー 又は 実効 エネルギーに 応じ， 附属 書 1 に 示す 換 係数 を 空気 カー 
マ 率に 乗じて 求める。 
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d) 校正 装置に よる 試験 を 行う 場合の 指示 値 は， バックグラウンド を 差し引いた 値 を 用いる ものと する。 

e) ディジタル 方式の 場合の 試験 結果 は， ディジタル 誤差 を 除く ものと する。 

f) 試験に おいて 使用す る/線 源 は， 試験 方法に 規定がない 限り， i 37 Cs 線 源と する。 

6.2.2 相対 基準 誤差 試験 ^41 照射 装置 又は 基準/線 源 を 用い， 次に 示す 方法に よって 行う。 

a) 形式 試験 

1) 直線 目盛の 場合に は， 有効 測定 範囲の 各 レンジに ついて 最大 目盛 値の ^及 _び_ さ 近辺の 
指示 値に ついて， 指示 値から 基準 線量 率 を 差し引いた 値の 基準 線量 率に 対する 百分率 を 求める。 

2) 対数 目盛 及び ディ ジ タル 方式の 場合に は， 有 劾 測定 範 I 函 の各デ カードの 20 %， さ— Q..% 及び 80 % 近辺 
の 指示 値に ついて， 指示 値から 基準 線量 率 を 差し引いた 値の 基準 線量 率に 対する 百分率 を 求める。 

b) 製造 試験 

1) 直線 目盛の 場合に は， 有効 測定 範囲の 各 レンジに ついて， 最大 目盛 値の 50% 〜フ 5% の 1 ポイント 
の 指示 値に ついて， 指示 値から 基準 線量 率 を 差し引いた 値の 基準 線量 率に 対する 百分率 を 求める。 

2) 対数 目盛 及び ディジタル 方式の 場合に は， 有効 測定^ 囲の 各デ カードの 任意の 指示 値に ついて， 指 
示 値から 基準 線量 率 を 差し引いた 値の 基準 線量 率に 対する 百分率 を 求める。 

C) 電気 試験 （製造 試験 だけに 適用） 線 源に よる 照射 試験が 困難な 場合に は， 等価な 電気信号 によって 
試験 を 行っても よい 力 《， 有効 測定 範囲の 最大値の 90% 付近 及び 最高 感度 レンジの 一つに ついては， 線 
源に よる 試験 を 行わなければ ならない。 

6.2.3 エネルギー 特性 試験 'え 7 C^s^; ^び- 6 :^ _ せ 照射 Mft スは蒸 準 び.?^ Mili 装置に よ-:?:^ 

i 。- -. 

各 光子 エネルギー 又は 各 実効 エネルギー に対する レスポンス を 求め， i 37 Cs の レスポンス を 1 としたと き 

の 各 エネルギー に対する レスポンスの 比 を 求める。 

なお， 24 'Am， 57 Co 及び i 33 Ba 基準/線 源で 十分な 指示 値が 得られる 場合に は， X 線の 代わ り に これらの 線 
源からの 7 線 を 用いても よい。 

6.2.4 方向 特性 試験 製造業 者が 指定す る 放射線 照射 方向 を 0° とし， その 方向 を 含む 水平 及び 垂直の 2 

平面に ついて 0。 から 30° ステップで ±180。 まで， 各方 向から 放射線 を 照射し， 指示 値 を 読み取る。 ただ 
し， 検出器が 円筒形で， 製造業 者が 指定す る 方向が 中心 軸 方向の 場合に は， 中心 軸 を 含む 任意の 1 平面と 

する。 

なお， 90° 方向が ケーブル 側と なる ときには， この 方向 を 除く。 

0。 方向の 値 を 基準 値と し， 各方 向に 対する 指示 値から 基準 値 を 差し引いた 値の， 基準 値に 対する 百分率 
を 求める。 

なお， 実効 エネルギー 80 keV 近辺の X 線 又は 24 の;/ 線に ついても， 同様の 方法で 方向 特性 試験 を 行 

9。 

6.2.5 指示 値 変動 試験 次に 示す 指示 値に 相当す る 1cm 線量 当量 率の;/ 線 を 照射し， 統計的に 独立と みな 
せる 時間 間隔 （応答 時間の 1.5 倍 程度） で 少なく とも 20 回 指示 値 を 読み取り， 3.f) の 式に よって 変動 係数 

を 求める。 

a) 直線 目盛の 場合に は， 最高 感度 指示 範囲の 最大 目盛の 30〜50% の 指示 値と する。 

b) 対数 目盛の 場合に は， 最小 デ カードの 0.3〜0.5 の 指示 値と する。 

C) ディジタル 式の 場合に は， 最高 感度の 測定 状態に おいて， 30〜50 ディ ジット とする。 

6.2.6 応答 時間 試験 サーベイ メ一 夕に 対する 1cm 線量 当量 率 を 急に 変化 させ， 指示 値が A^i から A^f にな 

ると き， 指示 値が A^i か ら 次の 式で 示 される 値になる ま で に 要する 時間 を 測定す る 。 
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A^i + 0.9(M— A^i) 

測定 は， 指示 値 を 増加させる 場合 及び 減少させる 場合に ついて 行い， 増加の 場合に は 力 s\ 減少の 場 
合に は AVA^f が 10 以上になる 1cm 線量 当量 率で 行う。 

備考 等価な 電気信号で この 試験 を 行う 場合に は， 製造業 者 は 附属の 取扱説明書に その 旨 を 示さな け 
れ ばなら ない。 

6.2.7 ド リフト 試験 標準 試験 条件 下で， この 試験 を 行う。 

30 分 間 サーベイ メータ を 動作 さ せ た 後の 指示 値 を 基準 値と する。 さらに 4 時間 連続 動作 させ 30 分 ご と 
に 指示 値 を 記録す る。 

アナログ 方式の 場合に は， 基準 値からの 最大の ずれ （正' 負い ずれ か） の， フル スケール に対する 百 分 
率 を 求める。 

ディジタル 方式の 場合に は， 基準 値からの 最大の ずれ （正 '負 いずれ か） を 求める。 
備考 最高 感度 レンジに て， 有意な バックグラウンド 指示 値 を 示す サーベイ メータの 場合に は， 検出 
器 を 取り外し， 等価な 電気信号 によって 試験 を 行っても よい。 
6.2.8 オーバ ロード 特性 試験 アナログ 方式の 場合に は， 各 指示 範囲の 最大 目盛 値の 約 100 倍 XflACL 倍 
に 相当す る 1 cm 線量 当量 率で 5 分 間 照射す る。 ディジタル 方式の 場合に は， 有効 測定 範囲の 最大値の 約 
100 倍 X_ 〔ま __10__ 倍に 相当す る 1 cm 線量 当量 率で 5 分 間 照射す る。 ただし， 何 倍の 照射 を 与え たかを 明示す 
る。 

6.2.9 温度 特性 試験 サーベイ メータ を 恒温 槽 内に 設置し， 20 で 及び 表 2 に 示す 温度 範 匪| 内の 最低 温度 

及び 最高 温度 それぞれの 環境 下に 4 時間 放置し， 最後の 30 分 間の 指示 値 を 記録す る。 20 °C における 指示 
値 を 基準と し， それぞれの 周囲 温度 （ 6 ) における 指示 値から 基準 値 を 差し引いた 値の 基準 値に 対する 百 分 
率 を 求める。 

なお， 照射す る 線量 率 は， バックグラウンド 及び 数え 落としの 影響が 十分に 無視で きる 線量 率と する。 

注 ( 6 ) 周囲 温度の 許容 差 は， いずれも ±2 でと する。 
6.2.10 耐湿性 試験 周囲 温度 （ 7 ) を 35 X： とし， 相対湿度 （ 8 ) 65% 及び 95% の それぞれの 環境 下に サ 一べ 
ィ メータ を 動作 状態に して 1 時間 以上 放置し， バックグラウンド 及び 数え 落と しの 影 が 十分 無視で きる 
1cm 線量 当量 率の; 41 を 照射して 指示 値 を 読む。 65% における 指示 値 を 基準 値と し， 95% における 指示 値 
から 基準 値 を 差し引いた 値の 基準 値に 対する 百分率 を 求める。 

注 周囲 温度の 許容 差 は， いずれも 土 2 °C とする。 
C) 相対湿度の 許容 差 は， いずれも ±5 。/。とする。 
6.2.11 電源 電圧の 変動に 対する 安定性 試験 製造業 者 指定の 新しい 一次 電池 又は 完全に 充電した 二次 電 
池 を 使用し， 次の 試験 を 行う。 

a) —次 電池 サーベイ メータ を 標準 試験 条件で 40 時間 断続 稼働 （8 時間 連続 駆動 +16 時間 スィッチ オフ 
を 5 日間 繰り返す。） し， 各 時刻の レスポンスの 平均値 を 基準と し， それぞれの 時刻に おける レス ボン 
ス から 基準 値 を 差し引いた 値の 基準 値に 対する 百分率 を 求める。 

なお， 照射す る 線量 率 は， バックグラウンドが 十分に 無視で きる 線量 率と する。 

b) 二次 電池 サーベイ メータ を 標準 試験 条件で 12 時間 連続 稼働し， 各 時刻の レスポンスの 平均値 を 基準 
とし， それ ぞれの 時刻 に お ける レスポンスから 基準 値 を 差し引いた 値の 基準 値 に 対す る 百分率 を 求 め 
る。 

なお， 照射す る 線量 率 は， バックグラウンドが 十分に 無視で きる 線量 率と する。 
6.2.12 耐 衝撃 性 試験 
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a) SI 型の 耐 衝撃 性 試験 S サーベイ メータに 300 ms— 2 , 18 ms の 作用 時間で 調和 振動 を 3 直交 方向に 加 
えた 後， 6.2.2 の 相対 基準 誤差 試験 を 行う 。 

め… S_II_ 型 _Cp 耐衝, 性 ，職… [サニ づ丄ズ 二え き きさ 9 およ 9_ え Z_ ヒ哲 

g お mi^H 、二 M 全鱼 よ^:? はな 复 ま:^ …他せ; 3 え S えさ Q;;nm (ん なをえ i^Cjf ち ±ぱ な 後、. f き邀 

ffl き 基準 靈義 Ml き. ffiq__ 

7. 表示 サーベイ メータに は， 見やす い 箇所に 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示し なければ なら 

ない。 

a) 名称 

b) 形 名 （製造業 者に よる。） 
C) 種類 

d) 製造番号 

e) 製造 年月 又は その 略号 

f) 製造業 者 名 

g) サーベイ メータの 基準点 

8. 取扱説明書 サーベイ メータに は， 少なくとも 次の 事項 を 記載した 取扱説明書 を 添付し なければ なら 
ない。 

a) 検出器の 種類 及び 寸法 

b) 指示 誤差 

C) エネルギー 特性 

d) 方向 特性 

e) 応答 時間 又は 時 定数 

試験 時の 放射線 照射 方向 

g) 使用 電池の 種類 及び 個数 

h) 質量 及び 寸法 

i) 使用 上の 注意事項 



著作 柵 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 
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附属 書 1 (規定） 1 cm 線量 当量 換算 係数 



(場所に かかわる 1 cm 線量 当量) 



Y M K ヽ, 本 f さの T え バン ギ^ ~ 

MeV 


さ 祭 f カーマん 1 ネ， rri- 止 v!# への ォき 筲ぽ粉 

！ Sv/(jry 


0.010 


0.008 


0.015 


0.26 


0.020 


0.61 


0.025 


0.88 


0.030 


1.10 


0.035 


1.30 


0,040 


1.47 


0.045 


1.59 


0.050 


1.67 


0.057 (2) 


1.73 


0.060 


1.74 


0.0 フ 


1.75 


0.080 


1.72 


0.090 


1.69 


0.10 


1.65 


0.12 


1.58 


0.124 (3) 


1.57 


0.15 


1.49 


0.20 


1.40 


0.30 


1.31 


0.34 C) 


1.29 


0.40 


1.26 


0.50 


1.23 


0.60 


1.21 


0.66 (5) 


1.20 


0.78 (6) 


1.19 


0.80 


1.19 


1.0 


1.17 


1.25 (7) 


1.16 


1.5 


1.15 


2.0 


1.14 


3.0 


1.13 


4.0 


1.12 


5.0 


1.11 


6.0 


1.11 


8.0 


1.11 


10 


1:10 



注 ('） 



o 

(3) 
(4) 



X 線 及び 7 線の エネルギー は， 単一 
ル ギ 一で なし ^ 場合 に は 実効 ェ ネ ル ギ 
間 法に よって 求める。 
2 mmCu フ ィ ル夕を 用いた 場合の 24 
ある （以下， 等価 エネルギー という 

57C0 , 線の 等価 エネルギー である。 

0.2 mmPt フィル 夕 を 用いた 場合の i 33 Ba / 線の 等価 エネルギー である。 



ネル ギ 一の 場合に は 光子 エネルギー， 単一 エネ 
とする。 該当する エネルギーがない 場合 は， 補 

I Am ダ 線の 等価 換算 係数 に 対応す る エネルギー で 

丄 



著作権法に よ り 無断での 腹 ft «^«等は禁止されてぉ ります。 



'"Cs ダ 線の エネルギー である。 

0.2 mmPt フ ィ ルタ を 用いた 場合の 2 26 Ra /線の 等価 エネルギー である。 

6 GC0 :K 線の 等価 換算 係数 に 対応す る エネルギー である。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 載 等 は 禁止され てお ります。 



附属 書 2 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS Z 4333 ： 2006 X 線 及び / 線 用 線量 当量 


：率サ 一^^ ^ィ メータ 


IEC 60846 ： 1989, 線， X fft 及び; k 線 用 線量 当量 率 サーベイ メータ 


(I) JIS の 規定 


(II) 

国際 
規格 
番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項 

目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所： 本体， 附属 書 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際 sit 各 と の 技術的 

差異の 理由 及び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項目 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1. 適用 範囲 


乂線及び；^線の 1 cm 線量 当 
量 率 を 測定す る 放射 糸泉サ 
—べィ メータ について 規 

定。 


IEC 
60846 


1 


P, X 及び; 4 泉からの 周囲の 線量 当 
量 及 び 方向 性 を もつ 線量 当 量 を 測 
定 する 機器に 適用。 


MOD/ 削除 


JIS は， ル線 及び 方向 性 を 

もつ 線量 当 重 を 測 定 する 
機器 を 含まない。 


ル線用 サーベイ メータに つい 
て は， 別に 定める。 方向 性 を 

もつ 線量 当量 測定器 は， 該当 
機器が 日本に ないた め 規定 
しない。 


2. 引用 規格 


JIS Z4001, J1SZ 4511, 
JIS Z 8103 






引用 規格な し 


MOD/ 追加 




JIS に 必要な 用 g 咅を 引用す る 

ため 追加 


3. 定義 


用語の 定義 は， JISZ4001， 
JIS Z 4511, JIS Z 8103 によ 

る ほ 力、， これらに 記載され 
ない 用語 を 規定。 




3 


JIS とほ ぼ 同じ。 


MOD/ 追加 




JIS に 必要な 用語 を 追加。 


4. 性能 


4.1 相対 基準 誤差 
4.2 エネルギー 特性 




12 

12.1 

12.3 


JIS と 同じ。 

10 keV から 10 MeV までの 範囲で 

規定 


IDT 

MOD/ 追加 


JIS は， エネルギー 特性 を 
検出器の 種類に 応じて 5 
種類に 分類。 


検出器の 種類に よ り ェ ネル 
ギ 一特性が 異なる ため。 
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( I ) JIS の 規定 


い 丄； 


ail) HI 際 規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項 


TIC >國"^目ォ义>の坊術的 






園 祭 






目 ごとの 評価 及び その 内容 


差 里の 珲由 及び 今後の 刘-策 






規格 






ttC 'r%i Plr 


• 太优 K 付匿蚩 
• ネ 1 平, Pill 偶 曰 








番号 






丰 ま右ミ 
<^义 小刀 ザム 


♦ 占 冬 ^r7^"F ネ^ 
• 'リ、 鬆 V ソ 1 称 




て 百 曰 来县 
■ ^日食う 


1 ム J も 




T 百 B 
ュ_ ^曰 

藍- き 
* り 


1 ム J せ 


て 百 日 ゾ、 )^ 

レリ 5Tllin 


：! 乂術 ばリ 兵 の 1 ム」 击 




A 小 4 "台 匕 

4.1 王 St: 






12 












4.3 万 1 司 狩 1 王 




12.5 


J1S と IrJ し 


MOJJ/ ぁ更 




TT^ キ目 松の 卖 1 に 主日 まさ わ ス 

ylS /137p X に上ス 241 ^ 

pIV'W c し ^口 u 早 人 




A A '七 匕 /古 7/S< ^1, 

4.4 す 日 TJVf 直发勤 




13.1 


JIS と IrJ じ 


IDT 








4.5 化、 合 時 r 曰 J 




13.2 


JIS と M じ 


IDT 








4.6 ド リ フ 卜 




13.4 


JIS と 同じ 


IDT 








4.7 オーバ ロード 特性 




12.6 


JIS と 同じ 


IDT 








A 、、/曰 R^/f 土ん 

4.8 7 品. 度特 1 王 




15.1 


JIS と M し 


丄 D 丄 








4.y MM |i 




1 《つ 


J1S と IrJ じ 


丄 Ul 








/I 1 A fJi" ■；(§■ 索 fip rT"! 亦 街 も / 一 寸ォ 
4. 丄 U mi ？/ M 电 /上 リ） 3^ 勤 ス、 J 




1 つつ 
丄：) . / 


JlS と |ロ」 し 


ID 丄 








9 6 jk/b IS 
















4.11 HE 衝攀 1 王 




14.1 


话" fi / ーケ rf チ 7 ぶ" M や ミオ お— ハ 1 ヽゲ ミコ 

m0JJ にズ 3^ 9 な \m \±^x\m につ レ ^ て gc 

栽 
卓义 


M り JJ/ 坦ノ JU 


^ 下 にお トすス ま 祉 きォ fe^ も 
m 1 【し メヽ J 9 な IHJiJ 1 土 n 八' 狭と 

追加 


今 キ での 而寸衞 き 式 驗 方お; ± 

7 3^ 、 レノ null -手 口 ふ V'gj^ ノ ■J vck 

簡忌 的 に 圭施" 能 な ナ， めき 式 

[B] ^ P J V ^ ラ<^ /JTEi 匕/ ck /し レン 口 ふ V 

, 験 を ^ 自力 a した 

i ま ソ《 if-hj^/JlA レ/ し 〇 




















5.1 構造 一般 




一 


― 


MOD/ 追加 




TTC > 1 ての 緩' 1 告に閛 する 額 




5.2 指示 計器 








MOD/ 追加 




定が 必要。 




5.3 電源 














V： ミオ t§ 念 
















6.1 試験 条件 


6.1.1 共通 試験 条件 




9.2 


J1S と 同じ 


丄 D 丄 








ん 1 つ お'；： TP ；！士 

0.1. Z TXlt^ia 




9.6 


II L は/: "c、、n^ T 、、 
JIS と 【ま t ま IrJ し 。 


MOD/ 追加 


JIS Z 4511 に 規定す る 照 

射 線量 標準との ト レーザ 
ビリ ティが 明確で ある こ 
と を 明記。 


JIS と しての 校正 装置に 関す 

A 塌宗が ク、 要 




6.1.3 試験の 種類 




3.4 


JIS と 同じ 


IDT 
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(I)JIS の 規定 




に 丄丄ノ 


(HI) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項 


fV) JIS と f 各との tif/f& 勺 






師举 

お、 






目 ごとの 評価 及び その 内容 


差虽の 理由 及び 今後の 対策 






規格 






iiK zj ヽ 回厂ノ j 


- 附属 逢 

• 平 1 平， KTJ im 曰 








番号 






-^pc/J^yj /ム 


. 占^1^^の下貌 

• 'リ、 3 水 V ソ 1 ？!、 水 




ェ 百 曰宏- き 
"^曰 m り 




内穷 




ra 曰 
丄ぉ 曰 


1 ム」 合 


t@"B —、弘 


お 7 き n^i S ^ 1X1 
仪術 H リ左齊 り に」 公 
















り rnnD 






6.2 試験 方法 




















6.2. 1 


き^1^除右チ4^——龄 




9 


JIS と |mJ じ 


IDT 








/： o 

D.Z.Z 


オ日树 其淮き ぎき 式 肖お 




12.1.2 


形式 試験で 下記 を 除き JIS と 同じ 


MOD/ 変更 


試験に おける 測定値の 変 


J 曰 z」 ヽ Fi?^ ^ Tyt TO" / ソ"" 丄 丄コ丁 U リ 












，直線 目盛の 場合， 最大 目盛 値の 




宙 
更 


とすると 90 o/o では 測定で き 












っハ ん n ハハ n/ 、pr -、 "H /nt? ゃ> + 匕 

30, 60, 90 o/oT^L 辺の f 曰 不ャ直 を f 曰疋 






ない 場合が あるた め 変更し 












■M-^ff pq efe Th 7 f ^ ノ 、、？ 力 >1 ザの +曰 
'对数 白 盟议ひ アイ ン タノ レカェ 〈の t 厨 






十' 

に。 












お 六 ■fi cgif tiff, [jlti め Ar ふ い、/^ 

a , 有 タカ/則 疋車 E 囲の 谷ァ カー 卜の 


















20, 40, 80 の f 曰不値 をお 疋 










6.2.3 


T ± クレギ 、ー转 き 式 
^4、 ノレて TxT 1 土 ロェ乂 




12.3.2 


ISO 4037 m 準 im 源に て， 1 〜 60 


MOD /変更 


ISO M 俗 の ず 示 华 t 菊 ^ 削 


囤!^ の ネき淮 "ft 島 7^ 其 淮;^ で 

\ i V ソ /| ヌ ト叨 ) 人 vJ、 g& • ^匆 し 












keV, 60 〜： > 00 keV, jOO keV〜i.:) 




PA 

mo 


—ト 4> であ ス 
1 刀 しの' リ 












MeV の iEffl で 2 ホ イノ 卜 以上， 4〜 


















9 MeV の 範囲で 1 ホイ ノト 以上の 


















ザュ ■JV 、ヽ • ^、、、道 ciir プ 

ェ不 ノレ キ一 で/則 疋 す 《t) 。 










6.2.^ 


刀 1 口」 付— 1 土 tj ん狭 




12.5.2 


JIS と 同し 


IDT 








6.2.5 


ホ ま fi^- /fS 恋 雷 fl サ S 命 




1:).1.2 


TTC^ し 曰 ) 、、 

JIS と IhI し 


IDT 








6.2.6 


広 效時問 き 式 琴 翁 
1' し、 メロ K 、ぶ 1 日」 '^yi 




13.2.2 


JIS と M じ 


IDT 








6.2.7 


K 、り フ レ宕ォ ^ ^ 
「ソノ に fjA' 狭 




13.4.2 


JIS と M じ 


IDT 








6.2.8 


ォ一ノ く D —— K 转 44- 




12.6 


• 0.1 |iSv/h までの 取大 レノンの も 


MOD/ 追 力！] 


0.1 fiSv/h までの 取 大レノ 


1 no /害の ネ 01 き ± では？ i 

1 UU 1 口 V ン /下水 ■^^^{^ l^c^ 1： ^に、 J に « <7U 




試験 








の は 取大レ ノンの 100 f 咅の 、身す 




ンの ものに ソレ 3 L, 丄 00 


で 阳雖 












•0.1 |iSv/h 以上の 取大 レノン を も 




In 100 乂は 10 In 














つもの は， 10 乂は 10 Sv/h CO MM 




とした。 






6.2.9 


温度 特性 試験 




15.1.2 


JIS と |n」 じ 


丄 JJl 








6.2.10 


耐湿性 試験 




1^.2.2 


JIS と IrJ し 


IDT 








6.2.11 


電源 電圧の 変動に 




13.7.4 


JIS と 同じ 


IDT 








対する 安定性 試験 
















6.2,12 


耐 衝撃 性 試験 




14.1 


加速度 300 ms— 2 の 機械的 振動 を 18 


MOD/ 追加 


JIS は， 高感度 形の サ 一べ 


IEC 規格 は， 電離 箱 式に 特化 












msec 間隔で 与える。 




ィメ一 夕 用の 耐 衝撃 性 試 


した 規格と なって いるた め。 
















験 方法 を 追加。 
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( 1 ) JIS の 規定 


/ TT \ 
(1 リ 

国際 
規格 
W づ 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 項 

目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所： 本体， 附属 書 
表示 方法 ： 点線の 下線 


差異の 理由 及び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項目 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


7. 表示 


見やす い 箇所に 容易に 消 
えない 方法で 記載す る 事 
項 を 規定。 








MOD/ 追加 




表示 は 必要な ため。 


8. 取极 説明 

m 
1 ヨ 


取扱説明書に 記載すべき 
事項 を 規定。 




17 


JIS と 同じ 


IDT 。 






附属 書 1 (規 
定） 


1 cm 線量 当量 換算 係数に 

ついて 規定。 








MOD/ 追加 




1 cm 線量 当量 換算 係数が 必 
要な ため。 



JIS と 11 際 規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 IDT 技術的 差異がない。 

一 MOD/ 削除 国際規格の 規定 項目 又は 規定 内容 を 削除して いる。 

一 MOD/ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 MOD/ 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

2. JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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站 fli 一： innj: ま 一 §?,3)^， S3S^'^^^^^ 
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JISZ 4333： 2006 

X 線 及び Hi 用 線量 当量 率 サーベイ メータ 

解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定， 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日 本 規格 協会へ お願い します。 

1. 規格 改定の 経緯 放射線 作業に おける 体外 被ば く モニタ リ ング 用の 放射線 サーベイ メータ は 放射線 防 
護 上 重要な 機器の 一つで あり， 多数 使用され ている。 

X 線 及び ダ 線の 照射 線量 率 を 測定 対象と する 放射線 サ 一^^^ ^ィ メータの JIS として は， 従来， 電離 箱 式， 
ガイガー • ミ ユラ 一 計数管 式 及び シン チレ ーシ ョ ン 式の 三つに 分かれて いた JIS を 統一して 1984 年に 制定 
した JISZ4328"X 線 及び/線 用 サーベイ メータ" があった （この 規格 は， 1995 年 1 月 1 日に 廃止された。）。 
一方， 1988 年 5 月に， 放射性 同位元素 などに よる 放射線 障害の 防止に 関する 法令の 改正が 行われ， 1989 
年 4 月から 施行され た。 この 改正 法令で は， 作業 環境の 放射線 場の 実効 線量 当量と して 1cm 線量 当量が 採 
用され たので， これに 対応す る 放射線 サ 一^^ ^ィ メータの JIS の 制定が 必要と なり， 旧規 格 （JIS Z 4333 ： 
1990) は， 上記の 状況 を 踏まえ， JISZ 4328 を 参考と するとと もに， 最近， 放射線 管埋用 計測 器に 多く 使 
用され るよう になって きた 半導体 検出器 を 用いた サーベイ メータ も 規格の 対象 とするな ど， 技術の 進歩 に 
も 配慮 して 作成 した ものである。 

さらに， 2001 年 4 月の ICRP 90 年 勧告 （Pub.60) "ICRP ： 国際 放射線 防護 委員会と いう" を 取り入れた 
放射線 障害の 防止に 関する 法令 改正の 施行に 伴い， この 規格に ついても 2001 年に 1cm 線量 当量 換算 係数 
表の 変更 を 中心と した "追 補- 1" の 刊行に よって JISZ4333:'1990 が 補完され た 形と なって いた。 

今回の 改正 は， 旧規 格の "追 補- 1" を 本体に 組み入れて 完成させる 作業と， 対応 国際規格 である IEC 
60846 ： 1 989 との 整合 を 図る という 観点から 見直し 作業 を 実施した。 

2. 審議 中 問題と なった 主な 点 

a) IEC 60846 ： 1989 は， 周辺 線量 当量 ： //* (め だけで はな く ， 低 エネルギー X 線 及び 線 を 対象と した 方 
向性 線量 当量：//， (め 測定 用の 装置 も 適用 範囲と して 規格化され ており， 国内 JIS においても 取り入 
れ るべき かの 審議 を 行った 力く 現在 国内で は 該当する サ 一^^ ^ィ メータが 市販され ていない ことから， 
今回の 改定で は， 方向 性 線量 当量に 関する 規定 は 盛り込まな いこと と した。 

b) "エネルギー 特性"， "オーバ ロード 特性" 及び "耐 衝撃 性" について IEC 規格との 整合の 点で， 現在 
国内で 使用され ている サーベイ メータで は 適用 困難な 点が あるので， IEC 規格の 規定に 国内 独自の 規 
定を クラス 分けして 追加 規定す る ことによって 整合 を 図った。 詳細に ついては， この 解説の 3. 規定 項 
目の 内容に 示す。 

C) ' 6 N 線 源 を 用いて 6.5 MeV までの エネルギー 範囲に ついて レスポンスの エネルギー 依存性 を 求める よ 
う 規定す る こと を 検討した カミ， 1 お； 4 泉の エネルギー （6.13 MeV) における 校正の トレー サビリ ティ を 
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確保す る こ とが 困難な ため， EI 型と EV 型に ついて， 6.5 MeV までの エネルギー 範囲に ついての レス 
ポンスの 比の 許容 範 H を， 参考 値と した。 

3. 規定 項目の 内容 

3.1 適用 範囲 （本体の 1.) ICRU "国際 放射線 単位 測定 委員会" は， 環境の 放射線 場の 線量 を 実効 線量 
当量に 結び付ける 量と して 周辺 線量 当量 (平行 入射 面 ビームに 対して， ICRU 球の 表面から ある 深さの 点 
における 線量 当量） を 導入し， 透過性の 強い 光子に 対する 環境 モニタ リ ング について は 深さ と して lOmm, 
すなわち 1 cm 線量 当量 を 推奨して いる。 我が国の 関係 法令に おいても この 量が 採用され ている ので， 適用 
範囲に この こと を 明記した。 

適用 エネルギーに ついては， サ 一^^ ^ィ メータの 種類に よって 異なる ので， 適用 範囲に 記述せ ず， 本体 中 
の エネルギー 特性の 項に おいて エネルギー 依存性の 許容範囲と して 規定した。 

3.2 定義 (本体の 3.) 用語の 定義に ついては， IEC 規格に 準じて "基準 線量 率"， "指示 誤差"， "相対 
指示 誤差"， "相対 基準 誤差"， "サーベイ メータの 基準点" 及び "有効 測定 囲" の 定義 を 追記した。 

この 定義の 中で， "相対 基準 誤差" 及び "実効 エネルギー" について 次に 解説す る。 
3.2.1 相対 基準 誤差 [本体の 3.e)] 相対 基準 誤差 は， 基準の 試験 条件 下で 基準 放射線 を 用いた ときの 相 
対 指示 誤差 と 基準 線量 率 と の 不確か さの 和で 表すが， この 基準 線量 率の 不確か さは， 次のように 求める こ 
とがで きる。 

国際 度量衡 委員会 (CIPM) の 提案で, 国際 度量衡 局 (BIPM), 国際 電気 標準 会議 (IEC) など， 7 国際 機 
関の 共同 編集に よ る 国際 文書 （Guide to the expression of uncertainty in measurement) が 1993 年に ISO か ら 発 
行され， GUM と 略称され ている。 この GUM に基づいて 測定の 不確か さ を 表現す る こと 力、 JCSS から 要 

m れ てい る。 

GUM では， 繰返しの 観測 値から 求めた 標準偏差 を A タイプの 標準 不確か さ （standard uncertainty), これ 
以外の 方法で 評価した 標準偏差 を B タイプの 標準 不確か さ とよんで いる。 

"個のお 互いに 独立した 入力 量^が ある 場合， 入力 推定 量； の 標準 不確か さ" 00 を A タイプ， B タイ 
プの 区別な く， 次の 式で 合成 標準 不確か さ （combined standard uncertainty) "C 00 を 求める。 



11 じ iy) は 測定 量 1^ の 測定 結果 を ァ とすると， ァ の 標準 不確か さで あ り ， Sfl5x, は 感度 係数で ある 。 
校正の 不確か さは， 拡張 不確か さ (expanded uncertainty) ひで 表し， 合成 標準 不確か さに 包含 係数 
(coverage factor) んを 乗じ 次の 式で 求める。 



測定の 結果 は， ：r=^± ひと 表される。 んの値 は， ァ一 ひ 及び 少 + ひに よって 挟まれる 区間に 要求され る 信 

頼の 水準 （levd of confidence) を 基に 選択され る。 

信頼の 水準;？ に 対応す る 包含 係数ん は， ス チュー デント 分布 （Student's distribution) の/ pO) から 



として 求める。 Veff は 有効 目 由 度 （effective degrees of freedom) であり， 各 成分 i の 自由度 を i/ j 二 一 1) と 
おくと， 次の 式から 計算で 求められる。 




ひ 二ん yy) 



レ eff 二な, 



(ヌ) /s に (ァ) / レ i) 
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例えば， 有効 自由度が 19 で， 信頼の 水準が 95 0/0 の 場合， ん =2.09 となる。 

B タイ プの 標準 不確か さ U (ぶ,) は， X, の 確率 分布が a 一 と a— と の 間で 一様 分布で あ り ， こ の 区間 外で は 
と 推定で きる 場合 は， " （ズ, )={[("+— "_)/2]2/3} となる。 
この の 推定され る 相対 不確か さ [沦<ズ1)ん(ズ1)] を 用いて， 自由度 レ i 力 s， 次の 式で 求められる。 

レ i = (l/2)[/lu(x,.)/u(x.)]~' 

例えば， i^(xO が 約 250/0 の 範囲で 信頼で きる と 判断 されれば， 相対 不確か さが 0.25 であるので 上の 式 か 
ら Vi=(0.25)— カ2 = 8 となる。 もし，" 00 の 値が 50% の 信頼 度し かない ものと 判断 されれば， レ i=2 となる。 

なお， A タイプの 標準 不確か さ U (xd の 観測 数 を "とおくと， U (xd の 相対 不確か さは 近似 的に [2 (n- 
l)]-iz 2 で 表される。 例えば， "二 10 の 場合の 相対 不確か さは 約 24%， " = 3 の 場合の 相対 不確か さは 約 50% 

となる。 

Hi 照射 装置に よる 基準 線量 率の 不確か さの 算出 例 基準 線量 率 計で r 線 照射 場の 値 付け をした ときの， 基 
準 線量 率の 不確か さの 成分と して， 次の 6 種類の 標準 不確か さ を 考慮す る。 

① 校正 定数：" 1， ② 指示 値：" 2， ③ バックグラウンド 補正：" 3， ® 温度 補正：" 4， 

© 気圧 補正 ： "5, © 線量 率 計の 距離 設定 ： I 化 

基準 線量 率 値 付けの 拡張 不確か さ ひ は， 次の 式で 求める。 

U=k\U\ + な, +な3 + な 4 +,《5 +^6 )1,2 
ここで， 指示 値の 標準 不確か さ だけが A タイプで 求められ， 他の 成分の 標準 不確か さはす ベて B 夕 
ィ プと して 求める。 

① 例えば， 基準 線量 率 計の 校正 定数の 拡張 不確か さが 5 % でた 二 2 であれば， 標準 不確か さ Z ハ =2.5 % と 
なる。 このと き 信頼の 水準が 95 o/o であれば 自 由 度 レ 1=50 に 相当す る ことになる。 

② 指示 値の 実験 標準偏差が 1 % で， 測定 回数" =5 であれば， 1^2 二" /0， 自由度 レ 2=4 である。 

③ バックグラウンド 補正の 変動 幅が 指示 値の 2 % で 一様 分布が 想定で きれば， 標準 不確か さは， U3 = 
[(2/2) 2 /3]iz 2 = 0.58 0/0， この 1/3 の 値の 相対 不確か さが 25 。/。 程度 と 推定され ると， 自 由 度 レ 3 =8 となる。 

@ 基準 線量 率 計の 電離 箱が 自由 空気 型で あり， 室温が 22±2 での 範囲で あり 一様 分布 力 《想定で きれば， 

ZY4 = [(2* 100/295) 2 /3f 2 = 0.39o/o， "3 と 同様の 相対 不確か さが 推定で きる と 自由度 レ 4=8 となる。 
⑤ 値 付けの 間の 気圧が 101 土 0.5 kPa であれば， 気圧 補正の 標準 不確か さも は， W5 = [(0.5*100/101) 2 /3]i" 

= 0.29 %， Us の 相対 不確か さ が 40 % 程度 と 推定され ると 自由度 レ 5 =3 程度 となる。 
® 校正 距離 1 m における 線量 率 計 設置の 範囲が 1 000±5 mm であれば， 線量 率 は 距離の 逆 二乗で 変化す 

るので 感度 係数 2 を 用いて 標準 不確か さ え 化 は， W3 = [(2*5* 100/1 000)^/3] '^- = 0.58%, ^^6の相対不確か 

さが 15% 程度と 推定され ると 自由度 レ e 二 22 程度と なる。 

この場合の 合成 標準 不確か さ/^ C は， 

z/c = (2.5'+ 1 H0.58' + 0.39' + 0.29' + 0.58')'^' = 2.87 % 

有効 自由度な は， 

v/eff 二 2.874/(2.54/50 + 14/4 + 0.584/8 + 0.394/8 + 0.29^/3 + 0.58V22) 

二 67. 85/1.056 = 64.3 
有効 自由度 64 に 対応す る 信頼の 水準 95% の 包含 係数 は， た =2.0 である。 
したがって， 信頼の 水準 95% の 区間 を 定める 拡張 不確か さ ひ は， 

ひ =2.0*2.87 二 5.8 o/o となる。 
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3.2,2 実効 エネルギー [本体の 3.m)] 1 cm 線量 当量 率 は， 換算 係数 を 用いて 自由 空間 中の 照射 線量 率 
から 導出が 可能な 物理 量で ある。 この 規格 （JIS Z 4333) の 審議の 過程に おいて は， X 線 及び;^ 線 用 線量 当 
量 率 サーベイ メータの 校正 を， 現行の トレー サビリ ティ 体系の 照射 線量 基準に よる こと を 基本と し， 単色 
光子に 対する 換算 係数の 定式化 並びに 連続 X 線 及び 離散 スぺク トルの/線の 取扱いに 関する 問題が 検討 さ 
れた。 

照射 線量 測定器 及び 照射 線量 率 測定器の 校正 方法に 関して は， JIS Z 4511 (照射 線量 測定器 及び 照射 線 
量 率 測定器の 校正 方法） が 1975 年に 制定され， その後 1987 年， 1991 年 及び 1999 年に 改正され た。 国内 
において は， 同 規格に よって 各校 正 機関， 原子力 及び 放射線 事業所 を 通じて， 国家 標準から 実用 測定に 至 
る トレー サ ピリ ティ 体系の 確立が 図 られ ている。 国家 標準 との トレー サビリ ティ 体系の 上で は， 基準 測定 
器 並びに X 線 照射 装置 及び/線 照射 装置な どの 校正 装置に よって， 順次 その レベルに 応じた 所定の 精度で 
照射 線量 基準が 設定され， 下位の 基準 測定器 及び 実用 測定器の 感度に ついて 所定の 校正の 精度が 確保され 
る。 

1 cm 線量 当量 率 サーベイ メータの 校正 は， 現行 トレー サビリ ティ 体系に おける 実用 校正に 位置 付 けで き 
る。 当該 規定 は， 基準 測定器 及び X 線 照射 装置， /線 照射 装置な どの 校正 装置が 具備すべき 性能 規定 を JIS 
Z 4511 に 準拠す る ことによって， 1 cm 線量 当量 率 サーベイ メータ の 校正に おける 定量 的 根拠 となる 照射 線 

基準の 精度 を 確保す る こ と を 定めた ものである。 

1 cm 線量 当量 率 サーベイ メータの 校正で は， 1 cm 線量 当量 率 を 求めて 手続に おいて 換算 係数が 必要で あ 
り， X 線 照射 装置 及び/線 照射 装置な どの 校正 装置に よって 得られる X 線， /線に 関して は， あらかじめ 線 
質が 確定 されて いる こと が 基本的な 要件 となる。 

X 線の 場合， 一般に タングステン ターゲットの X 線 管 を 用い， 脈動 率が 10 % 以内の 定 電圧 方式の X 線 
照射 装置 を 使用す る。 X 線 照射 装置で 得られる 連続 スペクトルの X 線の 線 質 表示に は， 管 電圧 （最高の 光 
子 エネルギー）， 半価 層 及び 均等 度， 半価 層に 等価な 実効 エネルギー 又は 光子の 平均 エネルギー 並びに 線 質 
指標のう ちから 幾つか を 組み合わせて 用いる。 

国内に おいて は 主に 管 電圧， 実効 エネルギー 並びに 線 質 指標が 用いられる。 

/線の 場合， 6 GCo, 226 Ra, ' 37 Cs， i 33 Ba, 57 Co， 24 iAm などの 核 種の/線 照射 装置 を 使用す る。 これらの 核 種のう 
ち i 37 Cs 以外の 核 種 は， 離散 スペクトルの X， /線 を 放出す る RJ 線 源で ある。 JISZ4511 では， 300keV 以 
上の エネルギーの 特性 試験に おいて 6 Gco 及び i 37 Cs の/線 を 用いる ことが 規定され ている 力、 /線の 線 質に 
関して は 具体的 規定がない。 一般に は， 平均 エネルギー （単一/線の 場合 は 光子 エネルギー）， 実効 エネ ル 
ギー 又は 放出 率の 高い 光子 エネルギーが 用いられる など， ； 4 泉の 線 質に 関して は 不統一で ある。 現行の ト 
レー サビリ ティ 体系 は， 連続 スぺク トルの X 線 及び 離散 スぺク トルの/線の 照射 線量 基準 を 基本に 構成 さ 
れ ている が， 線量 当量 率 サーベイ メータの 校正の 観点から は， 線 質に 関して 極めて 不備で ある。 

このよう な 現行の ト レー サビリ ティ 体系に よって， 線量 当量 率 サーベイ メータの 性能 を 規定す る こ との 
是非 は， この 規格の 審議 開始 当初に おける 基本的な 関心事の 一つであった。 これ は， 連続 スペクトルの X 
線 及び 離散 スぺク トルの/線の 換算 係数の 定義に 関する 問題と， 実効 エネルギー 及び 平均 エネルギーの 適 
用に よって 生じる 系統 誤差が， 校正の 精度 に 及ぼす 影響の 度合い に関する 問題と して とらえる ことができる。 

連続 スぺク トルの 校正 用 X 線に 関して は， 国際 標準化 機構 （ISO) によって， 1979 年に 国際規格 （ISO 
4037) が 制定され， その後 1983 年に 改正され た。 ISO によって 提示され た 低 線量 率 シリーズ， 狭 スぺク ト 
ラム シリーズ • 広 スペクトラム シ リ 一 ズ及 び 高 線量 率 シ リーズと 命名 さ れた 4 系列の 線 質 を モ デル に ， 上 
記の 問題の 検討 を 行った。 

なお， この 4 系列の 線 質 指標 は， 大略 0.9, 0.8, 0.7 及び 0.5 である。 
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X 線 照射 装置で 得られる 連続 スぺク トルの X 線に 対して， 照射 線量から 1cm 線量 当量への 換算 係数 （等 
価 換算 係数； feJ を， 次の 式に よって 定義す る。 



F^=jF(E)' X{Ey dE! ^X{Ey dE 



ここで， F(£) 及びぶ (め は， それぞれ， 光子 エネルギーお における 換算 係数 及び 照射 線量 率 分布 を 表す。 
また， この X 線の 実効 エネルギー を £eff， 対応す る 換算 係数 を/^ (£e め とすると， 次の 式に よって 定義され 
る 5 は， 実効 エネルギーの 適用に よって 生じる 系統 誤差に 対する 誤差 率 を 与える。 



ISO 規格に よ つ て 提示 さ れた 4 系列の 規格の 管 電圧， 及び 材質 と 厚さの フィルター を 用いて 得られる X 
線に ついて， 実効 エネルギー 並びに 誤差 率 ざの 計算 例 を， 解説 図 1 に 示す。 

20\ 
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解説 図 1 ISO 規格 X 線の 実効 エネルギーと 誤差 率 5 

この 図に 見られる とおり， 線 質 指標が 大 きい シ リー ズ では 誤差 率が 小 さい。 30 keV 以下 の エネルギー 領 
域に おいて は， エネルギーの 減少と ともに 誤差 率が 増加す る 力、 これ は 連続 スぺク トルの X 線に 共通す る 
一般的 傾向で ある。 30keV 以上の エネルギー 領域の X 線に 対する 誤差 率 は， 線 質 指標が 0.5 の 場合に 4% 
以内， 0.7 で 2% 以内， 0.8 以上で は lo/o 以内で ある。 

この 誤差 は， 現行の トレー サビリ ティ 体系が 根拠と する 校正 方法に おいて， 連続 スペクトルの X 線の 線 
質 を 実効 エネルギーで 規定した ことに 起因す る ものである。 したがって， 現行の 卜 レー サビリ ティ 体系に 
よって， X 線 及び/線 用 線量 当量 率サ 一^^ ^ィメ ーダの 性能 を 規定す る 限り 避けられない 系統 誤差で ある。 
しかし， 一般の サーベイ メータの 感度 校正に は 0.7 以上の 線 質 指標の X 線が 使用で き， この 系統 誤差が 校 
正の 精度に 及ぼす 影響が 少 な いので， 実効 エネルギー は 十分に 適用性が あると 結論され た。 

r 線 照射 装置で 得られる 離散 スぺク トルの X， 厂線 に対して は， 光子 エネルギーが^ における 照射 線 a か 

ら 1 cm 線 2 当量への 換算 係数 を/^ x( も） とし， 等価 換算 係数 Feq を， 次の 式に よって 定義す る。 

_^F^(E,y X(E,) 

解 5 

著作 截法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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ここに， S は R1 核 種 並びに 娘 核 種が 放出す る X， ；^線にっぃての総和を表す。 また， ズ （も） は 光子 エネ 
ルギ 一が £i の X， /線に よる 照射 線量で， 関与す るフ ィ ルターな どに よる フル エンスの 減衰 効果 を 加味し 
て 考える ことと する。 

なお， Feq = Fx (Eeq) となる エネルギーの 値； Feq を， 等価 エネルギーと 呼ぶ ことにする。 また， この, 線 
の 平均 エネルギー をぶ mean, 対する 換算 係数 を (ぶ niean) とし， 平均 エネルギーの 適用に よって 生じる 系統 
誤差に 対する 誤差 率 J を， 次の 式に よって 定義す る。 

"100x|/; パに )| な/。） 
サーベイ メータの 校正に 便 用され る 密封; 4 泉 源のう ち， ' 37 Cs のよう な 単一/線 放出 核 種の 場合に は， 等価 

エネルギー 及び 平均 エネルギー は; 4 泉の 光子 エネルギーに 等しい。 離散 スぺク トルの r 線 放出 核 種のう ち， 
57 Co 並びに 6 GCo について は， エネルギーの 近接した 高 エネルギー ダ線が 高率で 放出され， 等価 エネルギー 

と 平均 エネルギー とが ほぼ 等し く なる。 24 'Am， ' 33 Ba 及び 226 Ra について は， 等価 エネルギーと 平均 エネ ル 
ギ 一が 異なり， フィルター 条件に 依存す る。 

24 'Am が 放出す る X， 線に ついては， 銅フィ ルター を 使用した 場合の 等価 エネルギー 及び 等価 換算 係数 
とフィ ルター 厚さ との 関係の 例 を， 解説 図 2 に 示す。 

60 



50 



40 



20 



10 



レ 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 

銅 フィル 夕一 厚さ (mm) 

解説 図 2 241 Ain;4g の 等価 換算 係数 及び 等価 エネルギーの 銅 フィルター による 変化 

等価 換算 係数 は， 銅 フィルターの 厚さが 0.2 mm の 前後で 変化 率に 顕著な 相違 を 示し， これ は Np の X 
線の 寄与の 違いに よる。 0.2 mm 以上で は 等価 換算 係数が 大略 同じ 値になる。 

平均 エネルギー と 等価 エネルギー と の 差違 はフィ ルターの 増加 とと も に 急激に 減少 し， 銅フ ィ ルター 力 S 

mm に対して は 108% で， 0.2 mm では 4 % である。 誤差 率お こついても 同様で， 銅 フィルターが mm に 
対して は 186% で， 0.2 mm では 1 % である。 

解 6 

^作 権 法に よ り 無断での 複製， 'lii^i 战等 は; Slih されて お ります。 
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' 33 Ba が 放出す る X， 線に ついては， 白金 フィルター による 等価 エネルギー 及び 等価 換算 係数の 変化の 
例 を， 解説 図 3 に 示す。 平均 エネルギーと 等価 エネルギーとの 差違 は， 白金 フィルターが mm に対して 
は 6。/。 で， 0.2 mm では 0.3 。/。である。 誤差 率 は， 白金 フィルターが mm に対して は 1 。/。 で， 0.2 mm では 
0.1% 以下で ある。 

226 Ra が 放出す る X， ； 4 泉の 場合， 平均 エネルギーと 等価 エネルギーとの 差違 は， 白金 フィルターの 厚さ 
の 増加と ともに 増加し， 白金 フィルターが mm に対して は 13 % で， 0.5 mm では 18 % である。 誤差率^：^ 
は， 白金 フィルターの 厚さに 対する 依存性が 小さく 1% 強で ある。 

； 4^ に関して は， RI 核 種と フィルターとの 組合せに よって， 線 質が 特異 的に 変化す る。 したがって， 1cm 
線量 当量 率 サーベイ メータの 校正に 使用す る/線 照射 装置に ついては， 7 線 源の 核 種 ごとに， フィルタ一 の 
材質 及 び 厚さな ど を 設定し， 線 質 を 明確に する 必要が ある。 




0.1 



0.2 0.3 
白金 フィルター 厚さ (mm) 



解説 図 



3 Ba の 等価 換算 係数 及び 等価 エネルギーの 白金 フィルター による 変化 



3.3 性能 （本体の 4.) 

3.3.1 相対 基準 誤差 [本体の 4.1] 従来 規格で は， 指示 誤差 試験と して， 直線 目盛， 対数 目盛 及び ディ 

ジ夕ル 方式に 分けて 許容範囲 を 規定して いたが， 改正に 当たって は， 1EC 規格との 整合 を 図り， 基準 線量 
率に 対する 許容 範匪 だけで 規定した。 対数 目盛の 規定と して は， 従来の デ カードでの 許容範囲 を 規定す る 
べきで はない か， との 意見 もあった カ^ 対数 目盛 式の サーベイ メータが ほとんど 国内で 使用され ていない 
こ と， 及び 1EC 規格との 整合 を 重視す べきとの 観点から， 基準 線量 率に 対す る 許容範囲 だ けの 規定 と した。 
また， 許容範囲に ついては， 基準 線量 率の 不確か さ を 加味して 判定 を 行う ことと した。 従来の 規格で は， 
この 基準 線量 率の 不確か さに ついて， 試験 方法 一般の 項目の 中で "指示 誤差に は 基準 線量 率の 誤差 は 含め 
ない ものと する。" という， あいまいな 表現 を IEC 規格に 合わせて， 明確に 表現した ものである。 

改正で は， IEC 規格との 整合 を 図り， ±(15 + L0o/o としてお り， 基準 線量 率の 不確か さ： ひが 5 o/o の 場合 
に は， 試験 時の 指示 誤差が ±20% を 満足して いれば， 規定 を 満たして いる ことと なる。 

解 7 
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3.3.2 エネルギー 特性 （1) IEC 規格の エネルギー 特性の 規定 は， 本体に 記載の EI 型 だけで あり， EII 
〜£V 型に ついては JIS 特有の 規定で ある。 この 理由 は， IEC 60846 では 線量 率 範囲， オーバ ロード 特性 か 
ら 見て NaUTl) シン チレ 一夕 や GM 計数管 を 用いた 高感度 形の サーベイ メータ を 考慮して いないよう に 見 
う けられ， 電離 箱 式に 特化した 規格と なって いるた めで ある。 

この 規格で は， レスポンスの 比で 表現す るよう にした。 これ は， 実際の 測定 時に 指示 値から 補正 値 を 求 
める ために は 校正 定数が 便利で ある 力、 エネルギー 特性 （依存性） の 性能 を 表現す る 上で は， 校正 定数が 
レスポンスの 逆数で あるた め， レスポンスの 大小 を 直感的に 知る 上で は 非常に 分かり に く い 数値で あるた 
めで ある。 特に レスポンスが に 近く なると 非常に 大きな 数値に なり， エネルギー 依存性 を 表すに は 適し 
ていない。 解説 図 4 に， レスポンス 及び 校正 定数に よる エネルギー 特性の 例 を 示す。 

(Cs-137 に対する 値 を 1.0 とした レスポンス） 

10 pimZZZi::!!! " "^― T T ― T -.— 1 -—— 1 ― \"'"\ 一 1 一. -— [ 國. [― ^ —— M ~ 「 . [ | '1 IZZZZZTZZZriZIT . . I '—し I 
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解説 図 4 サーベイ メータの エネルギー 特性の 例 
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3.3.3 エネルギー 特性 (2) ' 6 N の/線に よる 試験に ついては， 加速器 建屋 又は 沸騰 水 型 原子力 発； -U 所の 夕 

—ビン 建屋 などの ように， 1.5 MeV を 超える 高 エネルギーの;/ (X) 線が 発生す る 放射線 場が あり， このよ 
うな 場所に おける 線量 当量 率 をより 正確に 評価す るた め， これに 対応した エネルギー レスポンスの 必要性 
が 関係者から 強く 要望され てきた。 この 事情 を 踏まえて， 財団法人 放射線 計測 協会で は， 日本 原子力 研究 
所の 協力 を 得て， 試験 研究 用 原子炉の 1 次 冷却水 配管から 分岐した ループから 成る i 6 N の 高 エネルギー ダ 
線 源 （I) を 利用して レスポンス 測定 を 暫定的に 実施して いる。 

まず， ' 6 N から 放出され る 高 エネルギーの 線 （10.44 MeV) 及び 線 源 部の 配管 壁な どから 発生す る 高工 
ネル ギ 一の 2 次 電子に よる 影響 をな くす ため， '〜の, 線 源 部 を 厚さ 2 cm (2.36 g/cm 2 ) のメ タク リル 樹脂で 
覆い， 線 源から 一定 距離に おける 基準 線量 当量 率 は 一級の 電離 箱 式 照射 線量 計 を 用いて， 次のようにして 
求めて いる。 

照射 線量 計の 電離 箱 検出器に 1 おの/線 に対する 電子 平衡 厚 （3g/cm 2 ) 以上の ビ ルド アップ キャップ を 付 
けて 測定した 値に， 電離 箱 壁 及び ビル ドア ッ プ キヤ ッ プ による r 線の 減 弱の 補正 並びに 標準 状態への 気温， 
気圧の 補正 を 加え， これに 校正 定数 及び 1 cm 線量 当量 率への 換算 係数 を 乗じて， 一定の 線 源 距離に おける 
基準 線量 当量 率 を 決定して いる。 次に， 被 校正 用 放射線 測定器 を 同一 位置に 置き， その 指示 値 を 読み取り， 
この 値と 上記の 基準 線量 当量 率と から レスポンス を 暫定的に 算定して いる。 ここで， 暫定的と した 理由 は， 
i 6 N の;^ 線 エネルギー 6.13 MeV に対する 校正 定数に ついては， 国家 標準との ト レー サビリ ティが ないから 
である。 したがって， 本体の 表 1 に 注記した ように， 1 おの/線 を 用いた レスポンスの 比 は， 規定値と せず 
に 参考 値と した。 

なお， 'おの 線 源 部 を つた メタ ク リル 樹脂 （2cm 厚） を 取り除く ことによって， ' 6 N の 高 エネルギー/? 
線及び線源部配管壁で^^リ三 した 2 次電子が代表的な電離箱式サーべィ メ ータ及び半導体式サーべィ メ 一夕 
の 指示 値に 及ぼす 影お; は， 線 源 距離 1 m の 条件で， それぞれ 30〜40 % 及び 5〜20 % の 指示 値の 増加 となつ 
て 現れる こと' が 実測され ている。 したがって， 高 エネルギーの; / (X) 線の 測定に 際して は， 発生 源の 状況 
(高 エネルギー/? 線， 2 次 電子な どの 影響） について 十分 配慮す る 必要が あろう。 

注 (1) 神 之 浦 文 三， 南 賢 太郎： 放射線 測定器 校正の ための i 6 N 高 エネルギー;/ 線 照射 場の 特性， 保健 物 
理， 23 27-33 (1988)。 

3.3.4 構造 （本体の 5.) 構造に 関する 規定のう ち， 改正で は 現行 規格の 構造 一般に 記載の 項目から， 感 
度 試験 用 放射線 源の 項目 を 削除して いる。 この 理由 は， 近年， 感度 試験 用 放射線 源が 社会に はん （氾） 濫 
する こと を 避け， 各 製造業 者が サーベイ メータに 線 源 を 附属す る こ と を 自粛して いる こと に 起因す る。 
3.3.5 試験 条件 （本体の 6.1) 

① 共通 試験 条件 は， 本体の 表 3 に 示す ように， IEC 規格との 整合 を 図り， より 詳細な 表現と なった。 

② 校正 装置に 関 し て は， 表現 上 は 従来 規格 と 変わり がな いが， こ の 規格の 原案 作成 と 並行 して JIS Z 4511 
が 見直し 改正 中で あり， この 規格の JISZ4511 に関する 内容 も 当該 規格の 改正 次第 読み替える ことと なる 
点に 留意が 必要で ある。 

3.3.6 試験 

① 方向 特性 試験 （本体の 6.2.4) この 試験に おいて， 方向 特性の 測定 面 は， 検出器の 形状と 放射線 照射 
方向に よって 異なる。 その 代表的な 例 を， 解説 図 5 に 示す。 



解 9 
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(a) 円筒形 検出器で， 照射 方向が 中心 軸 方向からの 例 




解説 図 5 方向 特性の 測定 面 



解 10 
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② 指示 値 変動 試験 （本体の 6.2.5) 統計的に 独立と みなせる 時間 間隔と して， 応答 時間の 1.5 倍 程度と 

している。 この 規格で は， 応答 時間と して IEC 規格に 合わせて 90 % 応答 時間 を 用いて おり， これ は 従来 
の JIS の 表現で ある 時 定数の 約 2 倍に 相当す る。 したがって， 時間 間隔 は， 従来の 規格の 時 定数で 表現す 
る と 約 3 倍になる。 C) の ディ ジ タル 式の 場合， 数値の 表現 方法と して 全け た 表示す る もの 又は 有効け ただ 
け 表示す る もの， また， レンジの 選択 方法と して 手動， 自動， 又は 手動/自動 両用の ものが ある。 いずれ 
に しても， 放射線に 対する 感度が 一番 高い 状態で 指示 値 変動 試験 を 行う ことと した。 

③ 耐 衝撃 性 試験 （本体の 6.2.12) 耐 衝撃 性 試験 は， IEC 規格に 準拠した S I 型 又は， Sn 型の いずれ か 

を 実施す る こと と した。 

SI 型 は， サーベイ メータの 前後. 左右 • 上下の 6 方向から 各 3 回ず つ， パルス 作用 時間 18ms， ピーク 
カロ 速度 300 ms 一 2 の 衝撃 を 加える もので， 約 50 cm の 高さから 土の 地面への 落下 試験に 相当す る。 衝撃 パル 
スの 波形 は， JIS C 60068-2-27 (環境 試験 方法 一 電気 • 電子 一 衝撃 試験 方法） に 示されて いる 正弦 半 波 パル 
スで 解説 図 6 に 示す 形状 を もつ。 
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'0.2A- 



2.5D 



AID 



2.4D=Ti 



60 = 72 



Z5D 



公称 パルス 

許容 限界 

/)= 公称 パルス 作用 時間 

A= 公称 パルスの ピーク 加速度 

ァ1 = 通常の 衝撃 試験機 を 使用 し た 場合の 衝撃 を 監視す る 最小 時間 
ァ2 二 振動 試験機 を 使用した 場合の 衝撃 を 監視す る 最小 時間 

解説 図 6 衝撃 パルス 波形 （JIS C 60068-2-27 による） 

IEC 規格で は， S I 型 だけの 規定で ある 力、 現在 国内で 使用され ている 光電子 增倍管 を 用い 
ーシ ヨン 式 サーベイ メータ や， GM 計数管 式の サーベイ メータで は， 落下 に 相当す る 試験で は 衝撃 に 耐 え 
る ことができな いため， 従来 JIS の 方法 も 許容す る こ と と した。 

この 試験 方法に おける サ 一^^ ^ィ メータの "前後， 左右 各 辺" と は， 解説 図 7 に 示す 方向 を 指す。 例と し 
て， 前後 方向に おける "後" の 試験に ついては， 解説 図 7 に 示す 方向に サーベイ メータの 一辺 を 持ち上げ 
た 後， 自然 落下させる。 持ち上げる 高さ は， 各 辺と も 共通に 50 mm とし， 前後， 左右の 4 辺に ついて， 各 
辺 ごとに 5 回ず つ 合計 20 回 落下 させる。 
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解説 図 7 サーベイ メータの "前後， 左右" 解説 図 8 サーベイ メータの 衝撃 試験 

取 外し 可能な 検出器 プローブ を もつ サーベイ メータに ついては， プローブ を 本体に 装着した 状態で 落下 
試験 を 行う。 このと き， 解説 図 9a) に 示す ように， 一辺の 長さ 力、 50mm 未満の サーベイ メータに ついて 
は， 最大 角度 を 解説 図 9b) に 示す ように， 90。 まで 持ち上げて 行う。 また， 解説 図 10 に 示す ような， 脚 を 
もつ サーベイ メータに おいて は， 製造業 者が 指定す る 正規の 状態に 置いた 後， 各 辺 を 持ち上げて 試験 を 行 
う。 本体の この 試験 方法に おいて "普通の 保管 状態に して 置き" と 記述した の は， この 意味で ある。 





a) b) 
解説 図 9 特殊 形状 サーベイ メータの 衝撃 試験 




ノノノ ノ7/ ノノ ノノノ ノノノ ノノノ ノノノ 

解説 図 10 脚 を もつ サーベイ メータの 衝撃 試験 



4. 懸案 事項 

① IEC 60846: 1989 は， 現在， IEC 規格の 技術 委員会 TC45B で 改定 見直し 作業 中で あり， 委員会 ドラフ 
トの 最終段階 （CDV) にある。 この 見直しの 中で 特徴 的な こと は， エネルギー 特性と 方向 特性と を 混成し 
た 場での 指示 値の 変化 を 規定して いる ことで ある。 
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これまでの 規格で は， エネルギー 特性 は 軸 方向からの 照射， 方向 特性 は Cs-137 だけで 評価 すれば よかつ 
た 力、 改正案で は エネルギー 80 keV〜1.5 MeV で 角度 ±45° での 指示 値の 変化が ±40 。/。 を 満足す る こと， 
と 規定され ている。 

このような 複合 的な 規定 は， IEC 規格の 個人 線量 計に おいても 議論され ており， 規格と して 刊行され た 
場合に は， JIS と しても 対応が 必要と なる。 

(2) エネルギー 特性に ついて， 国内の 事情 を 考慮し， 検出器 別の 規定 を 設けた が， 今後の IEC 規格の 動向 
を 考慮 し て 検討が 必要で あ る。 しかしながら IEC 規格 は, 比較的 線量 率の 高い 電離 箱 式の サーベイ メータ 
に 特化した 規定と なって いるので， 場合によって は， 環境 レベルまで 測定 可能な 線量 率 サーベイ を もつ 国 
内事 情 を 反映 し た 規格 を ， 国際規格の 場 に 提唱す る 必要性が あ る 。 

5. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 

JISZ4333 改正 原案 作成 委員会 構成 表 
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所属 

社団法人 日本 アイ ソ トー プ 協会 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
文部科学省 科学技術 • 学術 政策 局 原子力 安 
全 課 

経済 産業 省 原子力 安全 保安 院 原子力 保安 
管理 課 

厚生 労働省 労働 基準 局 安全 衛生 部 労働 衛 
生 課 

財団法人 日本規格協会 

独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 放射線 

標準 研究室 

財団法人 日 本 品質保証 機構 計量 計測 セ ン 
ター 

独立 行政法 人 放射線 医学 総合 研究所 
国立 公衆衛生 院 

独立 行政法 人 日 本 原子力 開発 機構 東海 研 
究 開発 セ ン タ 一 原子力 科学 研究所 放射線 
管理 部 

独立 行政法 人 日本 原子力 開発 機構 東海 研 
究 開発 セ ン 夕 一 核燃料 サイ ク ル 工学 研究 
所 放射線 管理 部 

東京 電力 株式会社 原子力 管理 部 
関西 電力 株式会社 原子力 事業本部 
日本 原子力発電 株式会社 発電 管理 室 
三菱 重工業 株式会社 原子力 事業部 
財団法人 放射線 計測 協会 
社団法人 日本 アイ ソ トー プ 協会 
株式会社 千代 田 テク ノ ル 原子力 事業部 
富士 電工 ン ジ 株式会社 放射線 事業部 
ァ ロカ 株式会社 第二 技術 部 
株式会社 東芝 電力 シ ス テム 社 原子力 計装 



(委貝 長） 

(オブザーバー) 

(委員） 



(分科会 委員長) 



二 治 美 晃 

名 達貞正 

氏 

田 山 田 澤 

濱櫳石 金 



三 蔵久 健 司朗幸 雄 二 建 博 郎男秀 仁 正徹彰 

博修信 隆 博 憲 弘 • 邦 郁 幸 吉 典 

田 村 田 本 山 藤 上 村 瀬 村 松 矢 木 村 藤 田 藤 木 

々 

上 山 高 松 丸 加 村 辻 川 西 村征佐 中佐 山 加 柚 

〇 〇 〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
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システム 部 
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小 林 


ま 


生 


理研 計器 株式会社 計測 器 部 




〇 


渡 井 


勝 


範 
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和 


人 
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確 
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備考 〇 印 は， 分科会 委員 を 示す。 

(文責 JISZ 4333 改正 原案 作成 委員会) 
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